
感
動
″
こ
そ
継
続
す
る
力
に

平
成
も
終
わ
り
新
元
号
「
令
和
」

を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
は
、

皆
様
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

時
代(

と
き)

で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
黒
衣
た
よ
り

つ
な
ぐ
″
』
が
、
皆
様
に
届

き
拝
読
さ
れ
る
の
は
、
最
大

日
間
の
超
大
型

連
休
も
終
わ
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

こ
の
４
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入
社
員
（
⁉
）

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
（
笑
）
、
在
宅
看
護
に
対
し

て
志
が
高
い
３
名
の
職
員
を
迎
え
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
環
境
で
、
期
待
と
緊
張
、
焦

り
と
不
安
。
そ
の
中
で
一
生
懸
命
、
黒
衣
の
一
員

と
し
て
皆
様
方
の
ご
自
宅
へ
訪
問
し
、
看
護
と

リ
ハ
ビ
リ
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
大
型
連
休

を
過
ぎ
る
と
、
つ
い
つ
い
明
日
か
ら
の
仕
事
を

考
え
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
…
で
す
。
私
と

し
て
は
、
連
休
明
け
の
「
五
月
病
」
に
罹
り
は
し

な
い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
毎
日
で
す
（
汗
）

人
間
、
志
を
維
持
す
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
志
を
維
持

で
き
て
い
る
の
は
、
ご
利
用
者
様
と
の
関
わ
り

の
中
で
常
に
「
感
動
」
を
頂
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

改
元
す
る
こ
と
で
、
社
会
が
必
要
以
上
に
浮
足

経
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
私
た
ち
黒
衣
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な

い
大
切
な
も
の
を
冷
静
に
見
つ
め
、
ご
利
用
者

様
と
多
く
の
「
感
動
」
を
重
ね
、
末
永
く
こ
の
職

を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「つなぐ」
黒 衣 た よ り
く ろ こ

ありがとう、 たよりにしてます！
父前川鋼平が昨年心不全を患い、かなり回復しましたが要介護５の車いす生活になりました。

父は画家です。12月に予定していた個展開催目前に発病。会場の絵の飾り付けは、「黒衣」

の柴田さんの点滴を受けながらの作業でした。苦痛をこらえてがんばる父を、柴田さんは黙っ

て支えてくれました。以来現在に至るまで毎日のように、点滴、リハビリマッサージ、入浴介

助と、岡さんはじめ「黒衣」の皆さんにお世話になっています。

「黒衣さん」はみんな明るく前向き。よく笑って、そして仕事が丁寧

で確実。どなたにどんなお話をしても、その内容を次にくるスタッ

フさんがちゃんと知っていて、良いコミュニケーションが取れてい

るなと感じます。おかげで家族は安心でき、介護ストレス・フリー

です。父は「黒衣さん」に全幅の信頼を置いていて、いつも楽しみ

にしています。

実は夫ともども東京から帰郷しながら、小牧の妹の助けも借りて

の介護です。色々と心配が多い毎日ですが、その心配を「黒衣さ

ん」は半分に減らしてくださっています。

本当にありがとう！

（息子の嫁 前川文子）

一般社団法人黒衣 〒485-0812小牧市城山3-3サンコート桃花台Ａ-1-4
電話：0568-65-6789 Fax：0568-65-6969
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この4月、黒衣に入社し訪問看護師として皆様と出会い、ご利用者様の生
きる力やご家族の強い想いに日々感動しております♡私が訪問看護師になる
きっかけとなった「在宅看護に対する感動」を少し紹介させていただきます。
肺癌で入院治療を続けていた60歳代の患者さんが、徐々に自力で動けな

くなってしまい退院できずにいました。本人は「家に帰りたい！」と言われ
ていましたが、点滴や治療の為のチューブも入っており、その思いはなかな
か叶いませんでした。衰弱が進んできた頃、ご家族が「家で最期を過ごさせ
たい」との申し出がありました。当時病棟看護師だった私は、訪問看護師へ
患者さんの思いや現状を伝えたところすぐに調整してくださり、２日後には
自宅に帰ることが出来ました。その後、ご家族に見守られながら幸せな最期
の時を迎えることができたのです。その時の在宅看護（訪問看護師）の力と
感動は、私の看護観の刺激になっています。

看護師
今井 沙和子

～ 感 動 エ ピ ソ ー ド 編 ～

理学療法士
高木 暁子

中学生の私は、「わたし、将来アフリカで働く！」
こう決心しました。いつかアフリカで！という思いをずっと
抱き続け、大学でスワヒリ語を専攻してみたり、実際に半年間の
アフリカ一人旅に出かけてみたりしていました。理学療法士になろ
うと思ったのも、まだアフリカではリハビリテーションが一般的
ではなく、資格を身に付けたらきっと役立つだろうと考えたからでした。
資格取得後、日本の病院で5年間経験を積み、単身、西アフリカの

ガーナに渡りました。ガーナの病院に自分を売り込み、面接にこぎつけ、
採用通知を受け取ったのはガーナに渡って半年後、アフリカで働く！と
決めてからはちょうど20年後でした。採用通知を手にした時の感動は忘れ
られません。現在黒衣でその経験を活かしていますが、20年来の夢を実現さ
せたことは大きな自信になっています。

ケアマネジャー
安地 悦子

いまい さわこ

たかぎ あきこ

あんち えつこ

スタッフ紹介 その２

ケアマネジャー新人の頃は、計画書が書けず、今までにない自分に対する
失望感で涙を流していました。そんな中、気性も強く意思疎通も出来ていな
かったと思っていたご利用者様から「あなたの笑顔がいい。わたしまで笑顔
になれる。わたしはあなたに任せます」と言って頂けました。今があるのは、
ご利用者様から頂いた、この言葉があったからです。

看護小規模多機能居宅介護事業「黒衣のかんたき（仮称）」を令和２年５月小牧市大草に

オープン！

「黒衣のかんたき」とは、要介護者本人やご家族のご要望に応え、
可能な限り自立した日常生活を送ることができるよう、
「通い：デイサービス」を中心に、「短期間の宿泊：ショートステイ」や、
自宅への「訪問：訪問介護・訪問看護」を組み合わせて提供されるサービス
です。「通い」も「訪問」も「宿泊」も同じ事業所、同じ看護・介護スタッフ
が行うため、利用者様の小さな変化まで気づきやすく、きめ細やかなサービス
が提供される場です。

✉進捗情報は、黒衣たよりで適宜お知らせします♪

新事業のお知らせ ～くろこの想いを形に～ 公開中
今すぐアクセス！

https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2016/04/6960a.png

